
お問い合わせ先
秋田市消防本部 警防課 消防団担当

TEL：018-823-4243 FAX：018-823-9006
E-MAIL：ro-fｒｆs@city.akita.lg.jp
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団員の待遇 （基本団員の場合）

公務災害補償

活動中の負傷や疾病等には、特別職の公務員として補償制
度があります。

福利厚生・共済制度

結婚祝金や入院・傷病見舞金などの給付制度があります。

報酬額（年額）

団員30,000円（最高額112,300円）
※階級や任務に応じて増額・加算されます。

出動報酬

活動区分に応じて、１回ごとに支給されます。
※災害活動 4,000円（4時間以上8,000円）
※訓練等 4,000円、火災予防運動等 3,000円他

退職報償金

５年以上勤務の場合
団員200,000円（最高額979,000円）
※階級、勤続年数に応じて加算されます。

被服の貸与

活動に必要な以下の被服が貸与されます。
アポロキャップ、活動服、安全靴、ヘルメット

活動内容については、リーフレット内側をご覧ください。

待遇や条件については、リーフレット裏面をご覧ください。

入団の条件

・秋田市に居住、通勤、通学している18歳以上50歳以下の
健康な方
・機能別団員の場合は、下記までお問い合わせください。

消防団員とは
秋田市には地域ごとに３２の分団があり、約１，６００人

が消防団員として活動しています。
地域に密着して「自分の住む町を自らの手で守る」という
精神に基づき、普段は様々な仕事に就いている住民の皆さん
が、有事の際は非常勤の公務員として災害などに対応します。
災害現場だけでなく、防火啓発や救命講習、被災者支援な
ど、男性・女性・学生を問わず、活躍できる場があります。

※記載している内容は、令和４年４月１日現在のものです。



消防団の活動

平常時は・・・

災害時は・・・

被災者支援
消火や救助だけが消防団に求め

られる役割ではありません。
東日本大震災や熊本地震では、
避難所の運営に消防団が協力して
高い評価を受けました。
皆さんの意欲や能力を発揮でき
る多様な任務があります。

皆さんの事情や意欲に応じた参加の仕方があります

機能別団員
皆さんが持っている知識や技術、社会経験をお住まいの地域における

消防・防災活動に活かすことができます。時間や活動内容（防災指導、
広報、救急技術、後方支援）など、個人の能力や事情に応じて、消防団
活動に参加することが可能です。

防災カレッジサポーター
市内の大学に在籍する学生で組織しています。消防職員や団員の支援

活動に加えて、消防防災に関する教育訓練を通じて、社会人として必要
な知識を身につけるという側面もあります。学業や学生生活と両立する
ことができます。

現場活動
火災や事故が発生した際は、自

宅や職場から現場に駆け付けて活
動します。
初期消火や避難誘導、応急手当

など、その場の状況や与えられた
役割に応じて活動します。

普及啓発活動
応急手当の仕方やＡＥＤの使い

方を指導する講習会など、消防職
員と共に市民に対する普及啓発活
動を行っています。
また、女性団員が中心となって
市内の幼稚園で子供たちに対する
防火指導を行っています。

消火・防災訓練
火災現場を想定した消火訓練や各

地域で実施される防災訓練に参加し
ています。
大規模災害の発生を想定した避難
所運営訓練や、消火技術を競う大会
もあります。

変化するライフスタイルを味方に
～「今の私」だからできることを～
木村綾子さん 土崎北分団 相染班 団員

県外の大学に進学し、改めて生まれ育った場所の
良さを再発見しました。地域のために何かできるこ
とがあるかもしれない。そう思って入団してから12
年が経ちました。
イベントのお手伝いや広報活動から始まり、規律

訓練や操法訓練で仲間と汗を流したり、指導員の資
格を得て救命講習を行えるようにもなりました。
しかし、私自身もそうであったように、女性は結

婚や出産、介護などでライフスタイルが大きく変化
することも多く、思うように活動の時間がとれなく
なる時期もあります。
けれども、育児を通して自分がヒヤリとした経験

を救命講習に活かしたり、幼稚園や保育園での防災
教室につながったり、地域に密着した消防団だから
こそ、普段の生活の中に活動のヒントはたくさん転
がっています。
それぞれの生活の中で、できる範囲で、自分にで

きることをする。今の自分だからできることを見つ
ける。一人ずつは小さな役割でも、それが集まって
大きな力になります。
現在30名ほどの秋田市女性消防団員も、年齢や職

業など様々ですが、だからこそお互い助け合い、
色々なアイディアも生まれ、活動につながっていま
す。これからも変化するライフスタイルを強みに変
えて、そのときの自分にできることを見つけていき
たいと思います。一緒に頑張りましょう！


